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｜
教
学
入
門
｜
② 

十
界
論
と
一
生
成
仏 

 

※
次
の
文
章
は
「
十
界
」
に
つ
い
て
の
説
明
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
何
界
か
を
書
き
な
さ
い
。 

 

（ 

声
聞
界 
） 
仏
の
教
え
を
聞
い
て
部
分
的
な
悟
り
を
得
た
境
涯 

（ 

縁
覚
界 

） 
様
々
な
事
象
を
縁
と
し
て
自
ら
の
力
で
部
分
的
な
悟
り
を
得
た
境
涯 

（ 

地
獄
界 

） 

苦
し
み
に
縛
ら
れ
、
生
き
て
い
る
こ
と
自
体
が
苦
し
い
、
何
を
見
て
も
不
幸
に
感
じ
る 

最
低
の
境
涯 

（ 

修
羅
界 

） 

常
に
他
者
に
勝
ろ
う
と
す
る
「
勝
他
の
念
」
を
強
く
持
つ
境
涯 

（ 

天 

界 

） 

欲
望
が
満
た
さ
れ
、
喜
び
に
浸
っ
て
い
る
境
涯 

（ 

餓
鬼
界 

） 

際
限
の
な
い
欲
望
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、
心
が
自
由
に
な
ら
ず
に
苦
し
む
「
貪
り
」
の
境
涯 

（ 

人 

界 

） 

因
果
の
道
理
を
知
り
、
物
事
の
善
悪
を
判
断
す
る
理
性
の
力
が
働
い
て
い
る
境
涯 

（ 

畜
生
界 

） 

因
果
の
道
理
が
わ
か
ら
ず
、
善
悪
の
判
断
に
迷
い
、
目
先
の
利
害
に
従
っ
て
行
動
し
て 

し
ま
う
境
涯 

（ 

菩
薩
界 

） 

仏
界
と
い
う
最
高
の
境
涯
を
求
め
て
い
く
「
求
道
」
と
自
ら
が
得
た
仏
法
の
功
徳
を
他
者 

に
分
か
ち
与
え
て
い
く
「
利
他
」
の
実
践
の
境
涯
・
「
慈
悲
」
を
根
本
に
し
た
境
涯 

（ 

仏 

界 

） 

自
身
の
生
命
の
根
源
が
妙
法
で
あ
る
と
悟
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
か
れ
る 

広
大
で
福
徳
豊
か
な
境
涯 

 

※
次
の
言
葉
に
当
て
は
ま
る
十
界
の
各
界
の
名
称
を
書
き
な
さ
い
。 

 

六
道 

 

（ 

地
獄
界 

・ 

餓
鬼
界 

・ 

畜
生
界 

・ 

修
羅
界 

・ 

人 
界 
・ 

天 

界 

） 

三
悪
道 

（ 

地
獄
界 

・ 

餓
鬼
界 

・ 

畜
生
界 

） 

四
悪
趣 

（ 

地
獄
界 

・ 

餓
鬼
界 

・ 

畜
生
界 

・ 

修
羅
界 

） 

二
乗 

 

（ 

声
聞
界 

・ 

縁
覚
界 

） 

四
聖 

 

（ 

声
聞
界 

・ 

縁
覚
界 

・ 

菩
薩
界 

・ 

仏 

界 

） 

 

※
十
界
の
各
界
を
述
べ
た
御
書
の
一
節
を
埋
め
な
さ
い
。 

 

瞋(

い
か)

る
は
（ 

地
獄 

） 

貪(

む
さ
ぼ)

る
は
（ 

餓
鬼 

） 

癡(

お
ろ
か)

は
（ 

畜
生 

） 

諂
曲(

て
ん
ご
く)

な
る
は
（ 

修
羅 

） 

平(

た
い
ら)

か
な
る
は
（ 

人 
 

） 

喜
ぶ
は
（ 

天 
 

） 

無
顧
の
悪
人
も
猶
妻
子
を
慈
愛
す
（ 

菩
薩
界 

）
の
一
分
な
り 

法
華
経
を
信
ず
る
心
強
き
を
名
づ
け
て
（ 

仏 

界 

）
と
為
す 

 

※
十
界
互
具
に
つ
い
て
、
空
欄
を
埋
め
て
文
章
を
完
成
し
な
さ
い
。 

 

十
界
互
具
と
は
、
十
界
の
生
命
そ
れ
ぞ
れ
に
（ 

十
界 

）
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

今
現
れ
て
い
る
生
命
が
次
の
瞬
間
に
縁
に
よ
っ
て
他
の
生
命
境
界
を
現
わ
し
得
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
御
書
に
「
末
代
の
凡
夫
出
生
し
て
法
華
経
を
信
ず
る
は
（ 

人 

界 

）
に
（ 

仏 

界 

）

を
具
足
す
る
故
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
界
互
具
の
法
理
に
よ
っ
て
、
今
ど
の
よ
う
な
境
涯
に
あ
っ
て

も
（ 

仏 

）
界
の
境
涯
に
変
革
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 
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※
生
命
論
の
大
意
を
踏
ま
え
て
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

戸
田
先
生
は
幸
福
に
は
２
種
類
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
は
物
質
的
に
満
足
し
た
り
欲
望
が
満
た

さ
れ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
幸
福
で
、
も
う
一
つ
は
ど
こ
に
い
て
も
何
が
あ
っ
て
も
生
き
て
い
る
こ
と
自
体

が
楽
し
い
境
涯
の
こ
と
で
す
。 

前
者
を
（ 

相
対
的
幸
福 

）、
後
者
を
（ 

絶
対
的
幸
福 

）
と
い
い
ま
す
。 

十
界
論
で
言
う
と
、
前
者
は
（ 

天 

界 

）
に
あ
た
り
、
後
者
は
（ 

仏 

界 

）
に
あ
た
り
ま
す
。 

 

※
次
の
語
群
か
ら
適
切
な
言
葉
を
選
ん
で
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

同
じ
言
葉
が
入
る
個
所
も
あ
り
ま
す
。 

 
 六

道
と
（ 

四 

聖 

）
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、（ 

環 

境 

）
に
左
右
さ
れ
る
か
、
さ
れ
な
い
か

と
い
う
点
で
す
。
こ
の
六
道
の
境
涯
を
超
え
て
（ 

環 

境 

）
に
支
配
さ
れ
な
い
主
体
的
な 

（ 

幸
福
境
涯 

）
を
築
く
の
が
（ 

仏
道
修
行 
）
の
目
的
で
す
。 

 

成
仏
と
は
、
私
た
ち
全
て
の
人
の
生
命
の
奥
底
に
備
わ
っ
て
い
る
（ 

仏 

界 

）
の
生
命
を
涌
現
さ
せ

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
大
聖
人
は
（ 

御
本
尊 

）
を
信
受
し
て
純
真
に
（ 

自
行
化
他 

）
の
実
践
に

励
む
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
人
で
も
一
生
の
う
ち
に
仏
の
境
涯
を
得
る
と
説
き
ま
し
た
。 

こ
れ
を
（ 

一
生
成
仏 

）
と
言
い
ま
す
。 

大
聖
人
は
成
仏
の
意
義
に
つ
い
て
、「
成
（
じ
ょ
う
）
は
（ 

開 

く 
）
義
な
り
」
と
仰
せ
に
な
り
、

成
仏
は
自
身
の
生
命
に
備
わ
る
（ 

仏 

界 

）
の
生
命
を
開
く
こ
と
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

四
聖 

 

仏
道
修
行 

 

環
境 

 

地
獄
界 

 

仏
界 

 

六
道 

 

成
仏 

 

御
本
尊 

 
 

開
く 

 

変
化
す
る 

 

創
る 

 

一
生
成
仏 

 

幸
福
境
涯 
 

自
行
化
他 

  


